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大学コンソーシアム石川は、平成18年 4月 に設立され、今年度で10年目を迎えることと

なりました。

ひ承知のように、大学コンソーシアム石川の使命は、石川県内20の高等教育機関が国。公・

私立といった枠組みや大学・短大・高専といつた種類を超え、互いに連携・協力しながら様々

な問題を克服し、分野の枠を超えた幅広い知識と視野を持つ優れた人材を一人でも多く石川

から輩出し、併せて高等教育機関と自治体・産業界等との連携を深め、人材育成を通して

地朝の活性化に資することです。

設立以来＼一貫して共同教育事業を中心に、情報発信や地域連携、高等教育機関間交流

に力を注いで参りました。近年では、平成26年度より、「学都いしかわグローカル人材育成

プログラム」がスタートし、各種フィール ドワーク＼海外インターンシップ＼県内企業へ

の就職に繋がる交流会を実施しています。平成 27年度には協賛企業からの寄附金の支援を

受け、石川県と連名で日本学生支援機構へ申請していた「官民協働海外留学支援制度～

トビタテ!留学JAPAN日本代表プログラム～地域人材コース」に採択され、平成28年度前期

で 7名、後期で9名の学生を海外に派遣することとなりました。また、同じく平成27年度

より開始した「地 l矢日)の拠点大学による地方創生推進事業(COC十 )」では、当コンソーシアム

の 8大学が中心となり、石川県をはじめとする金自治体、産業界が一丸となつて、卒業生

の地元就職率を5年間で10%上昇させる地方創生の取り組みを進めています。

これらのステップを機会に、更なる石川県、北陸地域の発展に邁進して参りますので、

皆様方のひ指導 。ご協力をお願いいたします。

この度、大学コンソーシアム石川が設立10周年を迎えられましたことを、心からお祝い

申し上げます。

大学コンソーシアム石川は、本県が持つ高等教育機関の集積という強みを活かし、県内

の全高等教育機関に加え＼主要な経済団体や国際機関＼さらには全国で唯一、金ての自治

体が参加して平成18年に設立されました。こうした幅広い参画のもと、県内全域から地域

課題を吸い上げ＼大学の枠を超えて優れた研究やアイデアを地域に違元する取り組み等を

進めており、国からも高い評価をいただいています。

地方創生が国・地方を通じた大きな課題となる中、石川の活力向上のためには、優れた

人材を育成し、地域への定着を進めることが重要であり、高等教育機関が果たす役割は

益々大きくなつています。県としても、地域の活力向上に繋がる取り組みを積極的に行つて

まいりますので、皆様におん`れましても、大学の欧日」と学生の「若い力」を地域の活力向上

に緊げていただくことをお願い申し上げます。

最後に、この記念すべき 10年を節目として＼さらなるご尽力をお願いするとともに、今後、

益々の発展をひ祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

この度、大学コンソーシアム石川が創立10周年を迎えられるにあたり、お祝いを申し

上げます。

この 10年間、国際＼政治、経済各方面において、様々な変化がありました。また、都市

を取り巻く環境も、北陸新幹線金沢開業など、大きく変化時ております。

その中で変わらないことは、石川県そして本市が学術文化都市「学都」であるということ

です。そして、石川の「矢日」の拠点を創出し学都を牽引しているのが、大学コンソーシアム

石川であり、加盟する高等教育機関です。関係各位のこれまでのひ尽力に敬意を表します。

人口あたりの学校数、学生数が全国でも有数を誇る当地において、大学コンソーシアム

石川が果たす役割tよ年々増しており、同時に期待も大きくなっております。

本市としましても、「世界の交流拠点都市金沢」をめざす中で、大学コンソーシアム石川

及び高等教育機関との連携を強化することにより、学都としての本市の魅力を一層磨き、

活気あふれるまちづくりを実現してまいりますので、今後もひ協力を賜りたいと存じます。

記念すべき10年の節目を契機として、これまで先人が培つてきた文化と歴史を次代に

継承 し、一層発展されることを祈念し、お祝いの言葉といたします。
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概 要

Uni、「crsity ConsOrtiulla lshika、 、ra

大学コンソーシアム石川 tよ、石川

県内の高等教育機関相互の連携

及び高等教育機関と地域社会との

連携を深める役害」を担い、 これら
の連携による教育交流、情報発信、

地域連携等を通 して高等教育の

充実・発展を図るとともにその

成果を地域社会に還元 し、広 く

学術・文化・産業の発展 に寄与

することを目的に設立しました。

組 織

石ll煤内の20の高等教育機関
大学●短期大学・高等専門学l険等

・地方自治体

高等学校等 ・企業等

沿 革

平成11年一

平成15年一

平成 18年一

平成20年 一

平成22年 一

平成24年 一

平成25年 一

平成27年 一

大学コンソーシアム石川
シティカレッジ単位互換事業 /公開講座
FDoSD研修 /教員免許状更新支援事業
出張オープンキャンパス/地域連携事業

大学問連携共同教育推進事業

7月 石川大学連携促進協議会 (会長 :谷本県知事)
設立、石川県高等教育振興室に事務局を設置。

7月 県内高等教育機関で単位互換包括協定が締結される。

10月 学生の単位互換や社会人も講義を聴講できる
「いしかわシティカレッジ」等を開始する。

4月 大学コンソーシアム石川が設立＼県広坂庁舎内に
事務局が設けられ、業務を開始する。

8月 文部科学省の平成 20年度「戦略的大学連携支援
事業」に採択される。(代表校 :金沢大学)

4月 事務局・セミナールームが「しいのき迎賓館Jに
移転する。

7月 一般社団法人大学コンソーシアム石川に移行。

10月 平成24年文部科学省「大学問連携共同教育推進
事業」に採択され、取組みを開始する。
(代表校:金沢大学)

2月 「地域づくり総務大臣表彰」受賞。
大学コンソーシアム石川の大学。地域連携に
対する取組みが高く評価される。

7月 平成27年度官民協働海外留学支援制度
～トビタテ!留学」APAN日 本代表プログラム～
「地域人材コース」に採択される。

4月 公益社団法人大学コンソーシアム石川に移行。

8月 10周年記念式典開催
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新しい文化の創造と
賑わいの創出

情報発信 学術文化都市の形成

地域連携

機関間交流

大学等連携による石川の
『朱日』の拠点の創出

高等教育機関の機能強化

多様な教育プログラムの実現

教育交流

高等教育機関

地方自治体

関係団体

国際機関

事 務 局

総   会
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平成24～
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平成 18年    平成 19年   平成 20年    平成 21年   平成 22年   平成 23年    平成 24年   平成 25年   平成 26年    平成 27年  平成28年

ンティカレッジ単位互換事業 H

キャリア形成支援プログラム事業 ロ

教務学生事業

<教務学生専門部会 >

情報発信事業
く情報発信専門部会 >

地域連携事業
<地域連携専門部会 >

教員免許状更新制に係る事業
く教員免許状更新制専門部会>

教職員研修に係る事業
<教職員研修専門部会 >

官民協働海外留学支援に係る事業
<グローカル人材育成専門部会 >

その他

金沢まちなか
キャンパス構想事業

その他の広報・情報発信 1冠暦鶏¶

撃堅ラ啓琴ェクト事業 I賑厖劃

大学の地功貢献       
―「地械課題研究ゼミナール」事業 ■回ヨ■

シティカレッジ公開講座
「いしかわ学」 四

金沢・いしかわまちなかキャンパス事業 ‐

禦 鞘 翔     棚 鶴 」事業
~

e教育支援センター事業 ロ

インターンシツプ受入事業情報提供事業 躍習■酪罠目田

eラーニング通信講座事業 ―

有料公開講座開催事業 ― 翻 れ＝，枷・， 一広報事業 ‐ 則

石川県高大連携セミナー事業 ‐

出張オープンキヤンパス事業 ‐

学都石川情報発信事業竪劃冒

地域貢献型学生プロジェクト推進事業鵬翌瓢
平成 24年度地域づくり総務大臣表彰受賞

―
地域課題研究ゼミナール支援事業四餌 1罰臣田ロロ

大学・地域連携アクティブフォーラム開催事業 H

国際ビジネスリーダー育成講座 屋看ヨ

公開講座「学都石川の才知」開催事業 国 ‐

教員免許状更新制導入に伴う連絡調整事業竪叢ヨ

いしかわCGコ ンテスト事業 ― X

阻
出

学生・企業まちなかサロン

公開講座「tヽ しかわ学」開催事業

FD等研修事業 (教務学生事業)  臣 Ш

学都石サ||グローバル
ビジョン養成講座

ロ

“

教職員研修 (FDoSD)事業 ―

地球環境基金助成金事業

全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムヘの参加

トビタテ留学」APAN
「地域人材コース」石川プログラム

メ 1公益法人認定申請

●第12回石川開催

平成27年 9月 12、 13日

●公益認定
平成28年
4月 1日
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準備期間。自主
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環境再生

主な継続事業下覧
自主事業一下~~~田 石川県・金沢市との連携事業一

―
 戦略的大学連携支援事業一――■回  石)1県中J企業団体中央会との連携事業一日理蚕罫瓢

石川県補助金事業一 勝劃目 石川県委託事業一――一――_  独立行政法人環境再生保全機構――E誠西臣目

書将零藤エシアム石川 10年の軌跡大学



主 な 事 業 の 推 移  自主事業
一 ― 躍』 司 H睡 託事業

一 ― 躍 瓢  期 的大拠 携支籐 業 一 剛 餌
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平成18年度～

12′ 131名
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地域連携事業

国 岡 田

期間

平成18年度～

177件
地域貢献型学生フロジェクト推進ヨ業

89イ牛

地域課題研究ゼミナール支援事業

凡例
― の
べ出席者数

■■ 出席者数
―
のべ派遣教員数

‐ 派遣教員数

8,000

7,000

6′000

5′000

人 4,000

数
 3′000

60,000

50,000

40′ 000

30,000

20,000 アヽ

10′000盆

1,500

1′000

500

0

―

2′000

1,000

150

100

50

0 握H18  H19  H20  H21   H22  H23  H24  H25  H26  H27

年度

５６

　

０

出張オープン

キャンパス事業

H

期間

のべ派遣教員数

平成18年度～

44′026名

1′312名
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Univcrsity ConsOrtium lshikawa 蟻 ,

歴代の会長・副会長

年度 会長 副会長

金沢大学長

林 勇二
金沢工業大学学長

石川 憲
北陸大学学長 金沢星稜大学学長

H18
良[ 河島 進 早瀬 勇
金沢工業大学学長

石川 憲
北陸大学学長 金沢星稜大学学長

河島 進 早瀬 勇H19 金沢大学
孔  勇二良[

H20 金沢大学
品勝寸 信一

金沢工業大学学長

石川 憲一
金沢学院大学学長・

大屋敷 孝雄  金沢学院短期大学学長 石田 寛人
北陸大学学長

金沢大学長

中村 信一
金沢工業大学学長

石川 憲一
金城
冥響荼事長  本 田  昂

金沢学院大学学長・

金沢学院短期大学学長
石 田  寛 人

金城大学学長
H21

金沢大学長

中村 信一
金沢工業大学学長

石川 憲―
金城大学学長 金沢学院大学学長・

金沢学院短期大学学長 槻 木  裕
H22

本田 昂
金沢大学長

中村 信一
金沢工業大学学長

石川 憲―
金城大学学長 金沢学院大学学長・

金沢学院短期大学学長 槻 木  裕
H23

本田 昂
金沢工業大学学長

石川

金沢星稜大学学長・
金沢星稜大学女子
短期大学部学長 坂野 光俊憲―

金沢学院大学学長・

金沢学院短期大学学長 槻 木  裕
H24 金沢大学長

中村 信一

H25 金沢大学長
中村 信一

金沢工業大学学長

石川 憲一
金沢星稜大学学長・
金沢星稜大学女子
短期大学部学長 坂野 光俊

金沢学院大学学長・

金沢学院短期大学学長 秋 山  稔
金沢大学長

山崎 光悦
金沢工業大学学長

石川 憲―
金沢星稜大学学長 北陸大学学長

H26
宮崎 正史 小倉 勤

金沢大学長

山崎 光悦
金沢工業大学学長

石川 憲一
金沢星稜大学学長 北陸大学学長

H27
宮崎 正史 小倉 勤

金沢大学長

山崎 光悦
金沢工業大学学長

大澤 敏 半谷 静雄
金城大学学長 北陸大学学長

H28
小倉 勤

10周年に寄せて

/ム`添社団法人大学コンソーシアム石川が、このたび設立10周年を迎えられましたことを心からお祝い

申し上げます。

平成 11年に設立した「石川大学連携促進協議会」を発展させ、平成18年に高等教育機関が主体性を

発揮する大学連合体として設立されて以来、関係各位の並々ならぬひ努力により、教育交流、情報発信、

地域連携機関間交流等を通じて様々な事業を積極的に展開され、高等教育機関の機能強化はもとより、

優れた人材の輩出や当地の振興発展などに大きく寄与しておられますことに、深く敬意を表する次第

であります。

当ナ也におきましては、北陸新幹線の金沢開業以来、首都圏をはじめ他地域との交流人口が拡大し、

地方創生を推進する上で大きな遠心力となつております。この流れを一過性とすることなく＼持続的

な成長と発展にするためのキーワードは
″
人材
″への投資に他ならないと確信をいたしております。

このような視点において、大学コンソーシアム石川は、学生と地域が産学官連携を通じた、学都石川

の魅力発信や社会的二十ズに応える人材の育成などにより、地元企業と学生の橋渡し役を果たし、

石川県の飛躍＼発展のために貢献されますことを心より祈念申し上げます。

私は、平成 20年から現在まで＼8年にわたつて本コンソーシアムの実務に携わつてきました。

このたび＼記念誌WGよ り最も長く本コンソーシアムにかかわつてきた者として、最も印象に残つた
ことを書いてほしいという依頼を受け、僣越ながら、筆を取らせていただきました。

いま思い起こしましても、最も楽しく仕事ができたのは、しいのき迎賓館への移転を前にした平成

21年度だつたように思います。しいのき迎賓館の 3階が新たな拠点となることが決まると、県の方から

どのような内装にし、どのような設備を整えたらよいかの諮問がありました。私が責任者となつて

いた戦田各GPのメンバーでWGを立ち上げ、その予算の投入も念頭に、県に対してさまざまなアイデア
を出させてもらいました。結果としてすべては認められませんでしたが、セミナールームAを石川県で

初めて本格的なアクティブラーニング用教室一台形の可動机・両面スクリーン・卓上式ホワイトボード

等―にできたことは、非常に大きな成果だつたと思います。クリッカーの導入や合同 FD・ SDの本格

スタートもこの年で、本コンソーシアムはここから県内高等教育機関の教育改革を先導する新たな

役害」を持つことになつたわけです。

これからも本コンソーシアムは、教育改革の先導役、大学等と地域ステークホルダーの皆様との

結節点、などの役割を果たしてまいりますので、企支援・と協力のほど＼宣しくお願い致します。
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